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イ
ラ
ン（
ペ
ル
シ
ャ
）建
国
物
語『
王
書
』の

　
　
　
三
部
構
成
と『
古
事
記
』の
三
巻
構
成

夜
　
久
　
正
　
雄

　
イ
ラ
ン（
ペ
ル
シ
ャ
）の「
建
国
物
語
」と
い
わ
れ
る

『
王
書
』は
、
十
一
世
紀
初
頭
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー
の
著

作
と
い
う
。
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
年
）岩
波
文
庫

で
、
岡
田
恵
美
子
訳
が
出
版
さ
れ
た
。
貴
重
な
労
作
で

あ
る
。

　
カ
バ
ー
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　「
王
書
―
―
古
代
ペ
ル
シ
ャ
の
神
話
・
伝
説

　
サ
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
が
ア
ラ
ブ
の
侵
攻
で
倒
れ
て

　
三
百
数
十
年
、
一
一
世
紀
初
め
に
ア
ラ
ブ
中
央
政
権

●

●

　
に
対
抗
し
て
書
か
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
民
族
高
揚
の
叙
事

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　
詩
―
―
神
話
・
伝
説
・
歴
史
時
代
の
三
部
構
成
か
ら

●

●

●

●

●

●

　
な
る
ペ
ル
シ
ャ
建
国
の
物
語
。
今
で
も
、
誰
で
も
そ

●

●

●

●

●

●

●

●

　
の
一
節
を
暗
誦
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
わ
れ
る

　
ほ
ど
イ
ラ
ン
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る『
王
書
』か
ら

　
そ
の
名
場
面
を
抄
訳
。」

　
右
の「
三
部
構
成
」と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳

し
く
本
訳
書
の「
解
説
」が
説
明
し
て
い
る
。

●

●

●

●

　「
第
一
部
は
最
初
期
文
明
の
神
話
時
代
。
第
二
部
は

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　
英
雄
た
ち
の
活
躍
す
る
伝
説
の
時
代
。
・
・
・『
王

●

●

●

●

　
書
』に
は
続
い
て
本
訳
書
で
割
愛
し
た
歴
史
時
代
が

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

　
あ
っ
て
、
神
話
・
伝
説
・
歴
史
の
三
部
構
成
に
な
っ

　
て
い
る
。
最
後
の
第
三
部
は
サ
サ
ー
ン
朝
歴
代
の
王

　
の
統
治
が
語
ら
れ
て
、
最
後
の
王
ま
で
た
ど
り
つ

　
く
。」

　
右
の
神
話
・
英
雄
伝
説
・
歴
史
と
い
う
三
部
構
成
の

建
国
物
語
は
、『
古
事
記
』と
同
じ
構
成
で
あ
る
。

　『
古
事
記
』は
上
巻
神
話
・
中
巻
英
雄
伝
説
・
下
巻
歴

史
物
語
と
い
う
構
成
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
上
巻
は
神
々
の
物

語
す
な
わ
ち
神
話
。
中
巻
は
神
武
天
皇
か
ら
応
神
天
皇

ま
で
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ヒ
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
か

ら
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
応
神
天
皇
ま
で
の
英
雄
伝

説
。
下
巻
は
オ
ホ
サ
ザ
キ
ノ
ミ
コ
ト
仁
徳
天
皇
か
ら
、

い
は
ゆ
る「
倭
の
五
王
」と
い
は
れ
る
五
天
皇
を
経
て
、

ヲ
ハ
ツ
セ
ノ
ワ
カ
サ
ザ
キ
ノ
ミ
コ
ト
武
烈
天
皇
で
一
旦

仁
徳
天
皇
の
血
統
の
天
皇
方
が
断
絶
し
、
応
神
天
皇
五

世
の
ヲ
ホ
ド
ノ
ミ
コ
ト
継
体
天
皇
が
推
さ
れ
出
て
皇
位

継
承
、
つ
づ
い
て
仏
教
招
来
の
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ハ
ル

キ
・
ヒ
ロ
ニ
ハ
ノ
ミ
コ
ト
欽
明
天
皇
、
ト
ヨ
ミ
ケ
カ
シ

キ
ヤ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
推
古
天
皇
に
至
る
ま
で
。
こ
れ
が

下
巻
で
あ
る
。
歴
史
物
語
の
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

　『
古
事
記
』の
上
・
中
・
下
三
巻
の
構
成
が
、神
話
・
英
雄

伝
説
・
歴
史
物
語
の
三
巻
の
構
成
で
あ
る
と
す
る
私
の

考
え
は
、ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
叙
述
の
開
展
を
論
じ
ら
れ

た
村
川
堅
太
郎
博
士
の
論
説（「
歴
史
叙
述
の
誕
生
」中
央

公
論
社
・
世
界
の
名
著
５『
ヘ
ロ
ド
ト
ス
歴
史
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ス
戦

史
』昭
和
四
五
年
初
版
五
九
年
九
版
）
か
ら
思
い
つ
い
た
も
の

で
あ
る
。（
拙
論「
東
西
歴
史
文
明
成
立
の
パ
ラ
ダ
イ
ム（
総
説
）

―
―
神
話
・
叙
事
詩
・
歴
史
物
語
・
編
年
体
史
の
つ
な
が
り
方
を

軸
と
し
て
―
―
」『
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
』二
〇

号
、平
成
五
年
）

　『
王
書
』の「
解
説
」は「『
王
書
』成
立
の
背
景
と
し
て

ペ
ル
シ
ャ
帝
国
の
興
亡
」を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　「
紀
元
前
六
世
紀
に
ペ
ル
シ
ャ
の
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
興

　
る
。前
三
三
〇
年
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
大
王
東
進
に
よ
り

　
大
帝
国
崩
壊
。セ
レ
ウ
コ
ス
（
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の

　
武
将
）の
シ
リ
ア
帝
国
。パ
ル
テ
ィ
ア
王
国
（
前
三
世
紀

　
中
葉
〜
後
二
二
六
年
）
。サ
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ（
二
二
六

　
年
〜
六
五
一
年
、国
教
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）ア
ラ
ブ
人
侵
略
六

　
五
一
〜
イ
ス
ラ
ム
化
政
策
、ア
ラ
ビ
ア
文
字
）ト
ゥ
ー
ラ
ー
ン

　（
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
大
移
動
）」

　
そ
こ
で
、『
王
書
』と『
古
事
記
』と
は
、「
作
品
に
仮

託
さ
れ
た
意
図
の
差
向
け
ら
れ
る
方
向
が
」「
逆
に
な

る
」と
い
う
。

　「
日
本
で
は
、
中
央
の
天
皇
の
権
威
が
よ
り
広
範
囲

　
に
及
ぶ
こ
と
。
ペ
ル
シ
ャ
で
は
、
ア
ラ
ブ
の
中
央
政

　
権
に
対
抗
し
て
ペ
ル
シ
ャ
内
に
い
く
つ
か
台
頭
し
て

　
き
た
ペ
ル
シ
ャ
人
の
地
方
王
侯
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン

　
ダ
と
し
て
の『
ペ
ル
シ
ャ
建
国
の
物
語
』で
あ
る
。
」

　「
ペ
ル
シ
ャ
高
揚
の
精
神
を
盛
っ
た『
王
書
』は
三
十

　
余
年
に
お
よ
ぶ
フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー（
九
三
四
？
〜

　
一
〇
二
五
？
）の
努
力
に
よ
っ
て
完
成
し
た
が
、
こ

　
う
し
た
試
み
は
彼
以
前
に
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

　
古
く
は
サ
サ
ー
ン
朝
最
後
の
王
ヤ
ズ
ド
ギ
ル
ド
三
世

　（
〜
六
五
一
）が
、
天
地
創
造
か
ら
ホ
ス
ロ
ー
二
世

　（
在
位
五
九
〇
〜
六
二
八
）に
い
た
る
諸
王
の
歴
史
を
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学
者
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
が
、
そ
の
原
文
も
ア

　
ラ
ビ
ア
語
訳
本
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
こ
う
し
た
パ
フ
ラ
ビ
ー
語（
サ
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
上

　
層
階
級
の
語
）（
一
般
民
衆
は
口
語
と
し
て
の
ペ
ル
シ
ャ
語
）

　
に
よ
る
神
話
・
伝
説
・
歴
史
の
資
料
、そ
の
ア
ラ
ビ
ア
語

　
訳
は
、こ
の
他
に
も
あ
る
。・・・（
中
略
）・・・
フ
ェ
ル
ド

　
ウ
ス
ィ
ー
が『
王
書
』の
作
成
に
あ
た
り
用
い
た
資
料

　
と
し
て
二
作
品
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　『
古
事
記
』は
、
推
古
天
皇
の
御
代
聖
徳
太
子
・
蘇
我

馬
子
共
編
の
国
史（
六
二
〇
年
）（「
天
皇
記
・
国
記
及
び
百
八

十
伴
百
姓
本
記
」）か
ら
天
武
天
皇
の
勅
語
の
旧
辞（
稗
田
阿

礼
誦
習
）（
六
八
一
年
頃
か
？
）
を
経
て
、
元
明
天
皇
の
御

代
・
太
安
万
侶
の
撰
述（
七
一
二
年
）に
よ
っ
て
完
成
す
る
。

　
こ
れ
と
、『
王
書
』の
成
立
と
較
べ
て
み
る
と
、『
王

書
』が
、
サ
サ
ン
朝
最
後
の
王
セ
ル
ド
ギ
ル
ド
三
世（
〜

六
五
一
）の『
王
書
』「
天
地
創
造
か
ら
オ
ス
ロ
ー
二
世
に

至
る
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
諸
王
の
歴
史
」）（
残
存
せ
ず
）を

経
て
、
ア
ブ
ー
・
マ
ン
ス
ー
ル
の『
王
書
』（
散
文
作
品
）

（
九
五
七
年
完
成
）ほ
か
の
資
料
を
参
照
し
て
、
フ
ェ
ル

ド
ウ
ス
ィ
ー
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た（
一
〇
二
五
以
前
）と

い
ふ
経
過
と
、
一
応
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
全
体
と
し
て
、『
古
事
記
』を
一
応
六
二
〇
年
〜
七
一

二
年
と
す
る
と
、
約
百
年
か
か
っ
て
完
成
し
た
こ
と
に

な
る
。『
王
書
』は
六
五
一
年
〜
一
〇
二
五
年
頃
と
な

る
。
約
三
七
〇
年
か
か
っ
て
い
る
。『
王
書
』第
一
作
（
残

存
せ
ず
）の
方
が
、『
古
事
記
』の
原
形
か
と
見
ら
れ
る
聖

徳
太
子
撰
国
史
よ
り
二
、
三
十
年
遅
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
ペ
ル
シ
ャ
の
文
明
と
い
う
の
は
、
西
暦
紀
元
前
六

世
紀
の
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
全

体
と
し
て
は
、『
古
事
記
』よ
り
古
い
と
み
ら
れ
る
。

　『
王
書
』の
三
部
構
成
も
、
恐
ら
く『
古
事
記
』の
上
・

中
・
下
三
巻
よ
り
も
古
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
が
偶
然
の
一
致
か
、『
王
書
』の
影
響
が『
古
事

記
』に
及
ん
だ
の
か
、
に
わ
か
に
は
決
め
が
た
い
。

　
数
年
前
、
正
倉
院
御
物
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
時
の
テ
レ
ビ
報
道
で
、
例
の「
樹
下
美
人
像
」の「
六

双
屏
風
」が
写
し
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
仏
像
が
、

ペ
ル
シ
ャ
の「
樹
下
美
人
像
」か
ら
、
中
国
・
敦
煌
の

「
樹
下
美
人
像
」を
経
て
、
正
倉
院
の「
六
双
屏
風
」に
達

し
た
、
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
伝
来
関
係
は
実
に
明
瞭
だ
と
思
っ
た
。
た
だ
私

は
こ
の「
六
双
屏
風
」の
樹
下
美
人
が
そ
れ
ぞ
れ
表
情
を

異
に
し
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
美
し
さ
に
、
心
を
打

た
れ
た
。
ペ
ル
シ
ャ
・
中
国
の
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

点
づ
つ
で
あ
っ
た
の
で
、
よ
く
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
表
情
は
類
型
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で「
六
双
屏

風
」の
樹
下
美
人
像
は
、
正
に
日
本
人
の
芸
術
で
あ
る

と
思
っ
た
。
し
か
し
樹
下
美
人
像
と
い
う
類
型
が
ペ
ル

シ
ャ
か
ら
中
国
を
経
て
正
倉
院
に
達
し
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　
こ
れ
と
、
す
ぐ
比
較
す
る
の
は
、
用
心
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
神
話（
天
地
創
造
か
ら
文
化
の
起
源
の

神
話
）英
雄
叙
事
詩
、
王
者
た
ち
の
歴
史
物
語
と
い
う

三
部
構
成
の「
建
国
物
語
」と
い
う
表
現
様
式
は
、
あ
る

い
は
ペ
ル
シ
ャ
〜（
中
国
）〜
日
本
と
い
う
伝
来
を
持
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
中
間
の
中
国
の『
史
記
』が
、

神
話
・
伝
説
を
抹
殺
乃
至
倭
少
化
し
て
、「
歴
史
」中
心

の「
建
国
物
語
」に
し
た
、
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

ペ
ル
シ
ャ
の『
王
書
』の
三
部
構
成
は
、
中
国
を
く
ぐ
り

抜
け
て
日
本
に
達
し
て『
古
事
記
』が
出
来
た
、
と
も
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ャ
の『
王
書
』も
、
ギ
リ

シ
ャ
の
歴
史
叙
述
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
の
建
国
物
語
と

し
て
の『
旧
約
聖
書
』に
源
を
も
つ
の
か
も
知
れ
な
い
。

　「
歴
史
」を
書
く
、
と
い
う
こ
と
は
、
推
古
朝
で
聖
徳

太
子
が
と
り
あ
げ
て
実
行
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
中
国
の『
史
記
』を
中
心
に
す
る
歴
史
文
明
を
受

容
し
て
実
行
な
さ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で『
古

事
記
』の
三
巻
構
成
は
、『
史
記
』と
は
全
く
違
う
叙
述

方
法
で
あ
っ
て
、
聖
徳
太
子
の
独
創
と
し
て
も
い
い

が
、
樹
下
美
人
像
の
例
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
古

代
ペ
ル
シ
ャ
歴
史
文
明
が
中
国
を
飛
び
越
え
て
ま
た
は

く
ぐ
り
抜
け
て
の
伝
来
・
刺
激
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も

な
い
。

　
も
っ
と
も『
王
書
』と『
古
事
記
』と
は
、
形
は
よ
く
似

て
い
る
が
、
内
容
は
全
く
ち
が
う
。
姿
が
ち
が
い
、
宗

教
が
ち
が
う
。
そ
の
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』の「
建
国
物
語
」が
、
書
き
方

が『
史
記
』と
違
っ
て
い
る
の
を
悲
し
ん
だ
り
、『
王
書
』

と
同
じ
な
の
を
喜
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
社
会
主
義
中
国
の「
歴
史
認
識
」と
自
由
主
義
国
日
本

の「
歴
史
認
識
」が
違
う
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。「
社

会
主
義
」中
国
の「
歴
史
認
識
」の
強
制
と
は
、
社
会
主

義（
共
産
主
義
）の
対
外
宣
伝
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世

界
各
国
の
建
国
の
歴
史
が
ど
う
い
う
形
を
と
っ
た
か
、

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
国
際
交
流
の
上
で
重
要

な
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
比
較
的
に
軽
視
さ
れ
て
来
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
一
筆
し
た
。
比
較
言
語
と
か

比
較
文
化
と
か
比
較
文
学
と
か
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
比
較
歴
史
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
よ
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

（
や
く
ま
さ
お
・
亜
細
亜
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
一
、ト
ゥ
ー
ス（
フ
ェ
ル
ド
ゥ
ス
ィ
ー
の
生
地
）　

　
　
　
の
大
守
ア
ブ
ー
・
マ
ン
ス
ー
ル（
九
六
一
歿
）の

　
　
　
命
令
で
編
纂
さ
れ
た
散
文
作
品
。・・・
九
五
七
年

　
　
　
完
成
、『
王
書
』。

　
　
一
、
ダ
キ
ー
キ
ー
（
九
七
八
頃
没
の
詩
千
行
）
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